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勝山漁協へのアカモク養殖技術の移転について



アカモク （ギバサ）



アカモク 気泡を有するため海面に向かって生育



地球温暖化に伴い、海の様相も毎年変化しており、海藻の生育にも影響が出て
いる。このような状況にあって、新しく育成していく海藻について検討することが
求められている。

海藻も食料としての海藻から、海藻の特性に着目しながら、より高度で機能的で
加工により、より付加価値が付けられる素材は何かという視点から、多くの海藻
が見直されている。

現在、その代表が「アカモク」である。北海道を除き全国的にみられるが、日本海
側では枯渇し始めており、またこれの養殖技術が確立しておらず（京都水産試
験場で成功したが未公開）。

本年、海の森づくり推進協会、第１７回海の森づくりシンポジウムではこのアカモ
クをテーマに取り上げ、養殖技術に関する発表や市場性など今後の課題につい
て話し合った。シンポジウム後、協会内に「アカモク開発研究会」を発足させ、
我々の有する技術を、漁協に移転することで、今後の新しい安定供給の礎に寄
与する活動をすることとなった。

そこで、東京湾が候補にあげられ、中でも千葉県の漁協への技術移転実験に関
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養殖中の アカモク 宇和島
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https://akamoku.online/lp/?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=akamoku&gclid=CjwKCAjw8ajcBRBSEiwAsSky_
dG2r1ZfuJKv6e_pnevXVpNGCgpU7yttz6PocrvYGiZl6OFzmdOevRoCOVcQAvD_BwE

https://akamoku.online/lp/?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=akamoku&gclid=CjwKCAjw8ajcBRBSEiwAsSky_


https://akamoku.online/lp/?utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=akamoku&gclid=CjwKCAjw8ajcBRBSEiwAsSky_dG2r1ZfuJKv6e_pnevXVpNGCgpU7yttz6Poc
rvYGiZl6OFzmdOevRoCOVcQAvD_BwE
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東京湾でのアカモク養殖の先駆者の勝山漁協

他に先駆けて養殖技術により生産量を上げ、

オリンピック東京大会での日本の食文化を誇ろう ！！


